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調
査
報
告
一
一
一
正
誤
表

　
以
下
は
、年
報
第
三
八
号（
平
成
三
一
年
三
月
刊
）所
収『
実
践
女
子
大
学
所
蔵
　
物
語
関
係
古
筆
切
目
録
稿
―
伊
勢
・
源
氏
・
狭
衣
―
（
調

査
報
告
一
一
一
）』に
関
す
る
正
誤
表
で
あ
る
。
な
お
こ
の
訂
正
は
別
府
節
子
氏
が
行
っ
た
。

五
〇
頁
　
⑩
～
⑪
行
目

四
七
頁
　
⑬
～
⑭
行
目

四
三
頁
見
出
し

四
二
頁
⑧
～
⑨
行
目

四
二
頁
⑥
～
⑦
行
目

三
九
頁
　
①
行
目

三
八
頁
　
⑱
～
⑲
行
目

三
三
頁
　
⑯
行
目

三
〇
頁
　
⑬
行
目

三
〇
頁
　
⑧
行
目

頁
行

冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性
も
あ
る

冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性
も
あ
る

大
四
半
切

二
行
目
右
脇
…
誤
記
し
た
も
の
。

書
を
能
く
し
、
書
流
の
系
譜
…
受
け
た
も
の
と
さ
れ
る
。

典
型
的
な
定
家
本
系
天
福
本
の
本
文
で
あ
る
。（
別
府
）

本
断
簡
は
、
室
町
時
代
の
…
見
え
る
。
時
代
も
少
し
下

が
る
か
。

一
五
世
紀
後
半

と
す
る
。（
別
府
）

内
容
か
ら
も
真
跡
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

誤

冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

本
葉
の
装
飾
が
後
入
れ
で
あ
る
、
と
考
え
る
と
こ
れ
ら

の
断
簡
は
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性
が
あ
る

冊
子
の
全
丁
が
装
飾
料
紙
と
は
限
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

本
葉
の
装
飾
が
後
入
れ
で
あ
る
、
と
考
え
る
と
こ
れ
ら

の
断
簡
は
本
葉
の
ツ
レ
の
可
能
性
が
あ
る

四
半
切

二
行
目
左
脇
…
誤
記
し
た
も
の
。（
別
府
）（
横
井
）

（
削
除
）

典
型
的
な
定
家
本
系
天
福
本
の
本
文
で
あ
る
。
本
断
簡

は
、
室
町
時
代
の
古
筆
と
し
て
は
端
正
で
温
雅
な
書
様

の
仮
名
書
で
あ
る
が
、
書
写
年
代
は
十
五
世
紀
後
半
よ

り
少
し
下
る
よ
う
に
見
え
る
。（
別
府
）

（
削
除
）

十
五
世
紀
後
半

と
す
る
。（
横
井
）

真
跡
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。（
別
府
）

訂
正


